
第79回国民体育大会・第24回全国障害者スポーツ大会 

滋賀県開催準備委員会 

第５回総務企画専門委員会 次第 

 

日時：平成２８年７月６日(水) 10:00－12:00  

場所：滋賀県大津合同庁舎７－Ａ会議室 

 

１．開会 

 

 

２．あいさつ 

 

 

３．報告事項 

 (1) 開催に向けた平成28年度の主な取組について 

 

 

 (2) 第79回国民体育大会・第24回全国障害者スポーツ大会滋賀県開催準備委員会 

第４回常任委員会・第４回総会について 

 

 

４．審議事項 

 (1) 第79回国民体育大会・第24回全国障害者スポーツ大会 開催準備総合計画 改正

（案）について 

 

 

(2) 第79回国民体育大会 会場地市町第二次内定(その２)（案）について 

 



（順不同：敬称略）

選 出 区 分 委員

滋賀県市長会 事務局長 　北川　義治

滋賀県町村会 事務局長   福永  亮順

公益財団法人滋賀県体育協会 常務理事 　勝見　直樹

滋賀県高等学校体育連盟 監事 　松澤　佳子

滋賀県中学校体育連盟 副会長 　髙野　　清

滋賀県スポーツ推進委員協議会 副会長   嘉悦　和子

滋賀県障害者スポーツ協会 理事 　太田　千惠子

医療・福祉関係 滋賀県健康推進員団体連絡協議会 副会長   杼木　博子

滋賀県商工会議所連合会 専務理事   谷口  孝男

滋賀県商工会連合会 専務理事   上山  哲夫

学 識 経 験 者 龍谷大学　経営学部 教授   松永　敬子

総合政策部企画調整課 課長 　谷口　義博

総務部市町振興課 課長 　中嶋　　毅

県民生活部スポーツ課 課長 　中嶋　義基

商工観光労働部観光交流局 副局長 　田原　利秋

総務企画専門委員会　委員

機関・団体名および役職名

市 町 関 係

ス ポ ー ツ 関 係

産業・経済関係

県 関 係



負担金　24,200千円

（１）各競技会場地の選定

（２）競技役員等の養成

（3）開催準備委員会における大会準備

（4）開催機運醸成に向けた取組

　①国体・全スポマスコットキャラクターの検討

　②募金活動の展開

　③子ども・若者参画特別委員会（ジュニア・ユースチーム）活動の展開

　

基金の積立て　等   28,462千円

国体・全スポ開催準備委員会

滋 賀 県

◆大会の円滑な運営やスポーツ施設の整備、競技力の向上を図るため設置した「国民体育大会・全国

障害者スポーツ大会運営等基金」に、企業や県民の皆様からいただいた寄付金を積立て。（H27年度末

残高：約3,569百万円）

◆第２次選定については、３月開催の「総務企画専門委員会」において、体育館競技以外のマッチング

が整った競技（2競技）について内定案を決定。

◆体育館競技のうちマッチングが整った競技について、７月６日に再度「総務企画専門委員会」を開催、

内定案を決定のうえ、両者を併せて８月３日に開催の「常任委員会」に諮り決定。

◆第３次選定に向け、引き続き各市町・競技団体からの希望を基にマッチング作業を継続。

◆広報活動や募金活動への早期活用をめざし「広報・県民運動専門委員会」において“マスコット

キャラクター”の検討に着手。

◆平成29年の開催準備委員会総会までに選定、以後の広報活動において活用。

資料１

◆国体・全スポの一体感ある開催に向けた方策を「開催基本構想」（H30策定予定）に反映するため、

「全国障害者スポーツ大会専門委員会」において具体策の議論を開始。

◆平成27年８月に決定した「競技役員等養成基本計画」に基づき、審判員等の資格が必要な役員等に

ついて、競技団体毎に養成計画を作成のうえ、養成事業を開始。

◆開催準備委員会から各競技団体に対して補助金を交付し、養成事業を支援。

◆「募金趣意書」に基づき、寄附募集の取組を継続。

◆頂いた寄附金は、当面の間「滋賀県競技力向上対策本部」で実施する、スポーツ選手の発掘、育

成および強化に要する経費に充当。

◆併せて、（仮称）彦根総合運動公園や、移転新築を行う新県立体育館などの施設整備に要する経

費に充当。

◆寄附を通じて「滋賀のスポーツを応援」いただけるよう、県民・企業の皆さんに対して積

極的に呼びかけを実施。

◆小学生～大学生世代の子どもや若者で構成する「ジュニア・ユースチーム」が、その柔軟な視点や

発想を活かし、国体・全スポはもとより、広く県のスポーツ振興に関する課題等について調査研究。

◆第一期生（H26：「湖上スポーツ」）、第二期生（H27:「スポーツボランティア」）に引き続き、他県には

ない『滋賀オリジナル』の取組として継続。



第79回国民体育大会・第24回全国障害者スポーツ大会 
滋賀県開催準備委員会第４回総会 次第 

       
     日 時：平成28年８月３日（水） 14:30－16:30 

     場 所：琵琶湖ホテル３階「瑠璃」 

 
１ 開会 

 

２ 国歌斉唱 

 

３ 滋賀県民の歌斉唱 

 

４ あいさつ 
会長（滋賀県知事） 三日月 大造                   

 

５ 講演 

   

 

６ 調査活動報告等 

（１）「子ども・若者参画特別委員会」活動報告 
（２）「滋賀県競技力向上対策本部」経過報告 
（３）主会場および県立社会体育施設の整備検討状況報告 
 
７ 報告事項 

（１）役員、委員等の変更 

（２）第４回常任委員会における決定事項 
  

８ 審議事項 

（１）第１号議案 平成27年度事業報告（案） 
（２）第２号議案 平成27年度収支決算（案）                
（３）第３号議案 平成27年度収支補正予算（会長専決処分） 

（４）第４号議案 平成28年度事業計画（案） 
（５）第５号議案 平成28年度収支予算（案） 
（６）第６号議案 平成28年度暫定収支予算（会長専決処分）  
 
９ 閉会 

 

資料２ 



第79回国民体育大会・第24回全国障害者スポーツ大会 

滋賀県開催準備委員会 第４回常任委員会 次第 

 

 

日 時：平成28年８月３日(水) 13:30～14:15 

場 所：琵琶湖ホテル３階「瑠璃」 

 

 

 １ 開 会 
 

 ２ あいさつ 

   委員長（滋賀県知事） 三日月 大造 
 

 ３ 審議事項 

（１）第79回国民体育大会・第24回全国障害者スポーツ大会 
開催準備総合計画改正（案） 

 
（２）第79回国民体育大会・第24回全国障害者スポーツ大会 

会場地市町第二次選定（案） 

 
（３）第79回国民体育大会・第24回全国障害者スポーツ大会 

広報基本計画（案） 
  
 ４ 閉 会 

 



 

第７９回国民体育大会・第２４回全国障害者スポーツ大会 

広報基本計画（案） 

 

 第79回国民体育大会・第24回全国障害者スポーツ大会（以下「大会」と総称する。）

に向けて、第79回国民体育大会・第24回全国障害者スポーツ大会広報基本方針に基づ

き、次の広報活動を積極的かつ効果的に推進する。 

 

１ 目的 

  大会の開催意義を広く県民に周知し、その理解を深めることにより、大会への参

加意識の高揚を図り、県民総参加でつくる大会につなげるとともに、滋賀や大会の

魅力を全国に発信することを目的とする。 

 

２ 広報の手法 

（１）愛称・スローガン等による広報 

   大会を象徴する愛称・スローガン等を策定し、普及する。 

①愛称・スローガンの制定および普及 

②マスコットキャラクターの制定および普及 

③イメージソング・ダンス等の制定および普及 

 

（２）各種広報物品による広報 

   各種広報物品の作成や既存の広報誌等を活用した、積極的な広報活動を展開す

る。 

①大会広報誌の発行 

②ポスターの作成 

③パンフレット、リーフレット、ちらしの作成 

④広報グッズの作成 

⑤各種ガイドブックの作成 

 

（３）多様なメディアによる広報 

   報道機関との連携およびインターネットなど多様なメディアにより、広域的か

つ効果的な広報活動の展開を図る。 

   ①新聞、ラジオ、テレビ等による広報活動の推進 

   ②県や市町、各種団体等の広報媒体の活用 

   ③専用ホームページの開設やＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・サービ

ス）、動画共有サイト等のソーシャルメディアの活用 



 

（４）イベント等による広報 

   大会開催までの節目などにおいてイベントを開催するとともに、各種イベント

や事業と連携した広報活動を実施する。 

   ①開催内定イベント、開催決定イベント等の開催 

②県や市町、各種団体等が主催するイベントにおけるＰＲ活動等の実施 

③「しがスポーツ大使」の参加するイベントとのタイアップ 

④「子ども・若者参画特別委員会(通称：ジュニア・ユースチーム)」との連携 

⑤出前講座を活用した広報 

 

（５）屋外広告物による広報 

   広告塔や横断幕等を設置して大会開催の広報に努める。 

   ①のぼり、横断幕、懸垂幕の設置 

②歓迎塔、歓迎アーチ等の設置 

   ③広報看板、カウントダウンボード等の設置 

 

（６）映像等による広報 

   県民の参加意識の高揚を図るため、映像を活用した広報を実施する。 

①先催県の大会映像等（ＤＶＤ等）の貸出 

②広報用映像の制作およびインターネット等での公開 

    

（７）記録映像等の制作 

  大会の成果を永く記録にとどめるため、記録映像等を制作する。 

  ①記録映像の制作 

  ②記録写真集の制作 

 

 （８）参加章等の作成 

   大会の開催を記念し、大会参加章や記念章を作成する。 

 

（９）その他広報 

   その他、広報基本方針に基づき、効果的な広報を実施する。 

 

３ 活動展開の指針 

（１）わかりやすい広報 

見る側や聞く側など、受け手に配慮した、誰にでも伝わるわかりやすい広報に

努める。 



  

（２）媒体の特性に応じた広報 

   それぞれの広報媒体の強みを活かした広報に努める。 

  

（３）状況に応じた広報 

   時間や場所、タイミングに配慮した広報を実施するとともに、その時々で最も

効果的な広報媒体による情報発信に努める。 

 

 （４）さまざまな主体との連携・協働 

   県民総参加でつくる大会に向け、大会の広報についても、県内の多様な主体と

連携・協働のもとに展開する。 

 

 （５）募金活動との連携 

   募金活動における取組とも連携して広報活動を実施し、相乗的な効果を生み出

せるように努める。 

 

 （６）大会後につながる広報 

   大会に向けた広報はもちろん、大会終了後も多くの方々が滋賀県を訪れていた

だけるよう、滋賀の持つ魅力の発信にも努める。 

  

（７）受け手の声を反映する広報 

   広報活動を実施する際に、できる限り受け手の声を取り入れ、今後の広報活動

や大会運営にも活かすよう努める。 

 

４ 構成員の役割 

  開催準備委員会の構成員は、各々の特性に応じた広報活動を行うとともに、互い

に連携・協働しながら大会や滋賀の魅力を発信するよう努める。 

 

５ 基本計画の進行管理 

  基本計画については、取組の進捗状況等を「広報・県民運動専門委員会」におい

て毎年検証するとともに、必要があるときは、開催準備委員会の常任委員会の議決

を経て変更する。 



H28
(2016）

H29
(2017）

H30
(2018）

H31
(2019）

H32
(2020）

H33
(2021）

H34
(2022）

H35
(2023）

H36
(2024）

8年前 7年前 6年前 5年前 4年前 3年前 2年前 1年前 -

開催内定 開催決定 ﾘﾊｰｻﾙ大会 開 催

全 体 ス ケ ジ ュ ー ル

大会愛称・スローガン等
による広報

各種広報物品による広報

多様なメディアによる広
報

方針・計画

マスコットキャラクターの選定
（H29年度に決定、
第５回総会で報告）

広
報
基
本

計
画

県
民
運
動

基
本
方
針

県
民
運
動

基
本
計
画

大会愛称・スローガンの
募集・決定

イメージ
ソング・
ダンス等の
募集・決定

新聞、ラジオ、テレビ、インターネット等による広報活動の推進 県や市町、各種団体等の広報媒体の活用 ソーシャルメディアの活用

大会広報誌の発行

ポスターやちらし、パンフレット、リーフレット、広報グッズの作成

各種ガイドブックの作成

専用ホームページの開設県ホームページでの

情報発信



H28
(2016）

H29
(2017）

H30
(2018）

H31
(2019）

H32
(2020）

H33
(2021）

H34
(2022）

H35
(2023）

H36
(2024）

8年前 7年前 6年前 5年前 4年前 3年前 2年前 1年前 -

開催内定 開催決定 ﾘﾊｰｻﾙ大会 開 催

記録映像等の制作

映像等による広報

参加章等の作成

イベントによる広報

屋外広告物による広報

開催内定
イベント

開催決定
イベント

開催１年前
イベント

各主体が主催するイベント等における広報活動、「しがスポーツ大使」の参加イベントとのタイアップ、
「子ども・若者参画特別委員会」との連携、出前講座を活用した広報

参加章、記念章の作成

大会記録映
像や記録写
真集の制作
（大会後）

先催県の大会映像等の貸出

広報用映像の制作およびインターネット等での公開

歓迎塔、歓迎アーチ等の設置

のぼり、横断幕、懸垂幕の設置

広報看板、カウントダウンボード等の設置

開催直前
イベント



H25(2013） H26(2014） H27(2015） H28(2016） H29(2017） H30(2018） H31(2019） H32(2020） H33(2021） H34(2022）

11年前　 10年前 9年前 8年前 7年前 6年前 5年前 4年前 3年前 2年前

国体近畿ブロック大会
（滋賀県開催）

全国高校総体
（近畿ブロック開催）

ラグビーワールドカップ

東京オリンピック・パラリン
ピック
国体近畿ブロック大会
（滋賀県開催）

関西ワールドマスターズ
ゲームズ

開催内々定 開催内定 開催決定・会期決定 国体ﾘﾊｰｻﾙ大会 開　催

総　会
常任委員会

専門委員会
（総務企画） （広報・県民運動） （全国障害者 （宿泊・衛生） （式典・会場）

（主会場選定） （競技運営） スポーツ大会） （輸送・交通） （警備・消防）

特別委員会
（子ども・若者参画） （募金・協賛推進）

市町組織

全　　体

会場地選定

競技施設

情報通信

文化ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

総合案内

行幸啓等

広報

県民運動

競技運営

競技用具

宿泊

衛生

　　　　　第７９回国民体育大会・第２４回全国障害者スポーツ大会　開催準備総合計画　改正（案）

年　　度
H35(2023） H36(2024）

1年前 開催年

主なスポーツ大会

開催手続

推進組織
全県組織

総務企画
（主会場選定）

全国障害者スポーツ大会

募金・協賛

子ども・若者参画

【参考】　競技力向上（県教委）

広報・
県民運動

競技運営

宿泊・衛生

輸送・交通

式典・会場

警備・消防

募金・協賛活動の推進募金活動の推進

開催要望書提出
（日体協・文科省へ）

中央競技団体
正規視察

県議会決議

開催申請書提出
（６月中）

日体協・文科省
総合視察

国体準備委員会 国体・全国障害者

ｽﾎﾟｰﾂ大会実行委員会

市町準備委員会（任意設置） 市町実行委員会

開催基本方針

開催準備総合計画

（第１次）

開催準備総合計画

（第３次）

開催準備総合計画

（第４次）

開催基本構想

県・市町の業務分担・

経費負担基本方針

県・市町の業務分担・

経費負担の細目

会場地市町選定基本方針・基

準、主会場選定基準
会場地選定（正式競技・特別競技）

会場地選定（公開競技） 会場地選定（ﾃﾞﾓﾝｽﾄﾚｰｼｮﾝｽﾎﾟｰﾂ）

競技施設基準（暫定） 競技施設整備計画競技施設基準

競 技 施 設 ( 主 会 場 そ の 他 の 各 会 場 地 ） の 整 備

情報通信基本計画 情報通信システムの整備、関係機関調整等

県大会実施本部

情報通信基本方針

子どもや若者（ジュニアユースチーム）による国体・全国障害者スポーツ大会を含む県のスポーツ振興に関する調査研究等

広報基本方針 大会愛称、スローガンの募集・決定

開催内定イベント

開催決定イベント 開催１年前イベントダンス、イメージソング

募集・決定

広報活動の推進（広報誌・ポスター等の作成、インターネット・マスメディアを通じた広報等）

県民運動基本方針 県民運動基本計画 県民運動 （花いっぱい運動、クリーンアップ運動等）の推進

競技役員等の養成

競技役員等養成基本方針

競技役員等養成基本計画

競技運営基本方針競技役員等編成基本方針 公開競技実施基本方針 デモスポ実施基本方針 リハ大会開催基準要項 競技開催日程決定

記録業務基本方針 記録業務基本計画

宿泊基礎調査

宿泊基本方針

宿泊施設実態調査

宿泊基本計画 配宿計画・調整等

標準献立作成方針 標準献立表の作成、講習会の開催等

医事衛生基本方針 医事衛生基本計画 医療救護、食品衛生対策、環境衛生対策、防疫対策、馬事衛生対策等の実施

輸送交通基礎調査

輸送交通基本方針 輸送交通基本計画 全国・会場地・開閉会式場輸送計画等

交通規制計画

式典基本方針 式典基本計画 式典実施計画 式典実施要綱等

競技用具整備基本方針 競技用具整備要項 競技用具の整備

会場管理基本方針 会場管理基本計画 会場装飾、案内標識設置等

警備・消防防災

基本方針

警備・消防防災

基本計画
業務指針・マニュアル等作成、関係機関調整等

会場地選定（正式競技）

競技役員等の養成、ボランティア募集・養成等

文化ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ基本方針 文化ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ実施

基本計画
文化ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ実施要項 文化ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ募集

主会場の選定

総合案内基本方針 歓迎・接伴計画の策定、総合案内所等の整備等

記録本部

総監督者会議

情報通信本部

募金推進計画

募金推進要綱

募金・協賛推進計画

募金・協賛推進要綱

報道本部

宿泊本部

輸送本部

救護本部

式典本部

馬事衛生対策本部

全スポ大会実施本部

全国報道者会議

広報基本計画

開催準備総合計画

（第２次）

警備本部

消防防災本部

競技力向上基本計画

競技力向上対策本部

基本計画見直し 基本計画見直し

解散

大 会

報告書

行幸啓・御成り計画、警衛計画等
行幸啓本部

警衛本部

リ

ハ

ー

サ

ル

大

会

第

7

9

回

国

民

体

育

大

会

・

第

2

4

回

全

国

障

害

者

ス

ポ

ー

ツ

大

会

全国代表者会議

解散市町競技会実施本部

東京 長崎 和歌山 岩手 愛媛 福井 茨城 鹿児島 三重 栃木 佐賀

国体・全国障害者

ｽﾎﾟｰﾂ大会準備委員会

審判員・要資格運営員

養成計画

マスコットキャラクターの検討・選定

会場地選定基本方針 会場地選定（ｵｰﾌﾟﾝ競技）

全ｽﾎﾟ大会ﾘﾊｰｻﾙ大会

全スポ大会開催に向けた課題の整理

ｵｰﾌﾟﾝ競技実施基本方針 競技用具整備

国体との一体的な開催に向けた構想の検討

実施競技選定

資料３


